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【神経科学セミナー in 和歌山（和歌山市）】2022.11.18 
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ExpertWebSeminer（和歌山市）2022.2.17 
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11．栗山俊之：緩和ケア概論．ONE SPACE WAKAYAMA PROJECT 第 1 回研修会（WEB）2022.4.21 



12．栗山俊之：がんの痛みの機序について．ONE SPACE WAKAYAMA PROJECT 第 3 回研修会（WEB）

2022.6.13 
13．栗山俊之：がん患者の神経障害性痛．Oncology Total Care Seminar（田辺市）2022.8.31 
14．栗山俊之：鎮痛補助薬．ONE SPACE WAKAYAMA PROJECT 第 10 回研修会（WEB）2022.10.20 
15．栗山俊之：（研修前 e-ラーニング講義）和歌山県内の緩和ケアの質を向上させるための緩和ケアチー

ム研修会の取り組み．国立がん研究センター主催 都道府県指導者養成研修（緩和ケアチーム研修企画）

（WEB）2022.11.19 
16．栗山俊之：（研修前 e-ラーニング講義）和歌山県内の緩和ケアの質を向上させるための緩和ケアチー

ム研修会の取り組み．国立がん研究センター主催 都道府県指導者養成研修（緩和ケアチーム研修企画）

（WEB）2022.12.3 
17．島田拓矢：小児における口腔軟組織損傷 診断・治療・マネジメント．日本外傷歯学会 2022 年度認

定医講習会（東京都）2022.9.11 
18．月山淑：オピオイドのキャラクターを理解するためのヒント．Shionogi Pain Management Web 
Conference（WEB）2022.5.26 
19．月山淑：グループ演習「全人的苦痛に対する緩和ケア」「がん患者等の療養場所の選択、地域におけ

る連携及び在宅における緩和ケアの実際」講師．和歌山県においてがん等の診療に携わる医師等に対す

る緩和ケア研修会集合研修（和歌山県立医科大学附属病院主催）（WEB）2022.8.21 
20．月山淑：がん疼痛治療薬を選ぶとき〜処方する立場から〜．熊本緩和医療科学研究会（熊本市）

2022.9.21 
21．月山淑：グループ演習「全人的苦痛に対する緩和ケア」「がん患者等の療養場所の選択、地域におけ

る連携及び在宅における緩和ケアの実際」講師．和歌山県においてがん等の診療に携わる医師等に対す

る緩和ケア研修会集合研修（和歌山県立医科大学附属病院主催）（WEB）2022.11.5 
22．月山淑：いつの間にやら緩和ケア医．高野山大学令和４年度リレー講義「企画科目（福祉心理学）」

（WEB）2022.11.16 
23．月山淑：心に残る患者の紹介．高野山大学令和４年度リレー講義「企画科目（福祉心理学）」（WEB）

2022.11.30 
24．月山淑：多死時代において本人が望む死を望むためにはどうすればいいのか．高野山大学令和４年

度リレー講義「企画科目（福祉心理学）」（WEB）2022.12.14 
25．道幸由香里：当院におけるレミマゾラムの使用状況について．和歌山県アネレム Re-スタート講演会 
-第 35 回和歌山麻酔塾-（和歌山市＋WEB）2022.8.6 
26．羽場政法：侵襲的処置に対する鎮静 患者に安全な鎮静環境を院内で構築するために．日本赤十字

社愛知医療センター名古屋第一病院医療安全講演会（名古屋市）2022.1.11 
27．羽場政法：日本 ACLS 協会 AHA ACLS コース（大阪市）2022.1.29-30 
28．羽場政法：安全な院内鎮静 事例から考える こんな時どうする？．第 3 回 ASUISHI/CQSO ハブ

研究会（名古屋市）2022.2.11 
29．羽場政法：日本医学シミュレーション学会 オンライン鎮静コース（WEB）2022.4.23 
30．羽場政法：周術期システム改善プログラム（神奈川県）2022.7.2-3 
31．羽場政法：日本 ACLS 協会 AHA ACLS コース（大阪市）2022.7.30-31 



32．羽場政法：日本 ACLS 協会 AHA ACLS コース（大阪市）2022.10.29-30 
33．平野勇生：がん診療にオピオイドを使いこなしていただくために．かかりつけ医のためのオピオイ

ド WEB セミナー（田辺市）2022.2.19 
34．平野勇生：e-learning の復習．２０２１年度「和歌山県においてがん等の診療に携わる医師等に対す

る緩和ケア研修会」（田辺市）2022.3.13 
35．平野勇生：全人的苦痛に対する緩和ケア．２０２１年度「和歌山県においてがん等の診療に携わる医

師等に対する緩和ケア研修会」（田辺市）2022.3.13 
36．平野勇生：がん患者等の療養場所の選択、地域における連携及び在宅における緩和ケアの実際．２０

２１年度「和歌山県においてがん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会」（田辺市）2022.3.13 
37．藤井啓介：胸腔鏡下肺切除術中麻酔管理に用いる吸入麻酔薬デスフルランに対する静脈麻酔薬レミ

マゾラムの一側肺換気中の動脈血酸素分圧改善を検証する無作為化比較試験－中間報告－．和歌山県ア

ネレム Re-スタート講演会 -第 35 回和歌山麻酔塾-（和歌山市＋WEB）2022.8.6 
38．水本一弘：医療安全におけるチーム医療の円滑化の方法．国際医療リスクマネージメント学会 医

療安全教育セミナー（実践編）2022（WEB）2022.2.16-18 
39．水本一弘：説明と同意取得時に注意すべきこと～患者との良好な関係を保つには～．和歌山県病院

協会 令和 3 年度医療安全推進研修会（WEB）2022.2.25 
40．水本一弘：チーム医療での患者・家族との対話のあり方．国際医療リスクマネージメント学会 医療

安全のための相談・コンサルテーション研修会 2022（医療安全管理者向け）- より良い支援 –（WEB）

2022.9.8-9 
41．箕西利之：私の全身麻酔法の変遷とレミマゾラムの臨床使用における将来性と課題．12 月度 ムン

ディファーマ社内研修会（WEB）2022.12.12 
42．山﨑亮典：ハンズオン インストラクター．センチュリーメディカル主催 末梢神経ブロックセミ

ナー大阪（大阪市）2022.5.14 
43．山﨑亮典：慢性術後痛について〜麻酔科医としてどのように介入できるのか？〜．Pain Forum in 
Wakayama 和歌山（和歌山市）2022.9.30 
44．山﨑亮典：麻酔科医からみた周術期管理〜急性期・亜急性期の術後疼痛管理について〜．第 12 回 大

阪スペシャルミックス外科講演会大阪（大阪市）2022.11.4 
 
Ⅵ 科研費交付状況 
1.  荒谷優一 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  新規痛み関連分子 Tmem45b が関係する炎症性腸疾患の病態解明 
2. 池本進一郎 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  Tmem45b に注目したがんによる体動時痛の機序解明 
3.  川股知之 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 B」 
新規痛み関連分子 Tmem45b に注目した病的疼痛の機序の解明と治療法の開発 
4. 谷奥 匡 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  神経線維をターゲットとした術後痛に対する新規治療法の開発 
5.  平井亜葵 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 



新規分子を標的とした化学療法誘発性神経障害における痛み機序の解明 
6.  丸山智之 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  新規分子を標的とした痒み治療薬の開発に向けた末梢神経における痒み伝達の解明 
7.  山﨑景子 令和 4 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
内皮グリコカリックス障害を起こす機序の解明およびあらたな輸液戦略の開発 


